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通信欄

WMO新広報資料（Fact　Sheet）の紹介＊

松　原　廣　司＊＊

　WMO（世界気象機関）の活動を世界中に周知する

ために，新たな広報資料（Fact　Sheet）が企画され・

WMO加盟各国に配布されている．

　現在，気象庁が入手している資料は，以下の6編であ

る．

　1．THE　WMO　GLOBAL　OZONE　OBSERVING

SYSTEM
　2．CLIMATE　CHANGE　AND　UNDERSTAND－

ING　THE　GLOBAL　ATMOSPHERE
　3．THE　GLOBAL　ATMOSPHERE　WATCH
　4．SPECIAL　FUND　FOR　CLIMATE　AND　AT－

MOSPHERIC　ENVIR．ONMENT　STUDIES
　5．GAW　AND　PRECIPITATION　CHEMISTRY

MEASUREMENT　ACTIVITIES

　6．CARBON　DIOXIDE：WMO　MONITORING
AND　RESEARCH
　これらの広報資料はA4版，4ぺ一ジ建てで，各々の

テーマの必要性と現時点で得られている知見等が簡潔に

まとめられている．

　ここでは，3．全球大気監視についての概要を紹介す

る．

　本編では，全球大気監視（GAW：THE　GLOBAL

ATMOSPHERE　WATCH）の概要と意義が紹介され
ている．これは，全球オゾン観測組織（GO30S：Globa1

0zone　Observing　System）と大気バックグランド汚染

観測網（BAPMoN）：Background　Air　Pollution　Mo－

nitoring　N’etwork）等の既存の観測網を統合するととも

に，温室効果気体等の大気化学成分の監視活動を新たに

実施する目的で1989年6月にWMO執行理事会で承認

された計画である．本広報資料は，次の4章

　1．WHY　WE　NEED　IT（なぜ必要なのか）

　2．COMPONENTS　OF　THE　GLOBAL　ATMO一

＊On　the　WMO　Fact　Sheet．

＊＊Kouji　Matsubara，気i象庁観測部高層課オゾン層

　解析室．

SPHER．E　WATCH（全球大気監視の構成要素）

　3．OTHER　SYSTEMS　AND　THE　GLOBAL　AT－

MOSPHERE　WATCH（他の組織と全球大気監視）

4．THE　GLOBAL　ATMOSPHERE　WATCHAND
GLOBAL　CHANGE（全球大気監視と全球規模の変
動）

で構成されており，GAWの重要性が成層圏オゾンの減

少，温室効果気体の増加，対流圏オゾンの増加の解析例

とともに説明されている．概要を以下に記述する．

　成層圏オゾン層の破壊，対流圏オゾン（地表付近のオ

ゾン）の増加，二酸化炭素とメタンの大気中濃度の上

昇，雨水の強酸性化，そして地球大気エネルギー・シス

テムにおける放射バランスの変化等が160のWMO加盟

国において測定されている．これら変化は全て人間活動

によって惑星地球の生命維持装置である大気への悪影響

が増大していることを直接示している．

　WMO全球大気監視（GAW）は大気組成の測定を含

む多くの要素の監視と研究活動を統合するものである．

GAWは雨の酸性度や毒性，エーロゾル（土やほこり）

の大気中濃度（Atmospheric　burden）の測定を含み，

温室効果気体の大気中濃度，オゾン層及び汚染物質の長

距離輸送中の変化を探知する早期警戒システムの役割を
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持つ．

　GAWは全球監視とデータ評価のための基本計画の設

計，標準化，相互キャリブレーション及びデータ収集シ

ステム等を準備・提供することになろう．GAWは

WMO加盟国の継続的参加を確保し，先進国及び途上

国の科学者の参画・貢献をより容易にする．この計画は

大気の振舞い，大気と海洋・生物圏間の相互関係に対す

る理解をさらに改善するために不可欠である．GAWに

よって得られる成果は，大気及び関連する地球システム

の将来像の予測を可能にする．さらに，21世紀における

環境決定に影響を与える全球大気組成監視活動の計画，

デザイン，アドパイス，統一・調整，科学的評価を行う

ための基本計画として役立つことになる．

　次に，BAPMoNとGO30Sの歴史，役割と現状およ

び気象庁が平成2年度から業務を開始する温室効果気体

世界データセンター等のWMO加盟国のGAWへの
貢献が紹介され，また，他の組織とGAWの協調が述

べられている．つまり，1977年に国連ヨー・ッパ経済委

員会（ECE），WMO及び国連環境計画（UNEP）の共

同で発足したヨーロッパにおける大気汚染物質の長距離

輸送に関する監視と評価の共同計画（EMEP），国際学術

連合（ICSU）が10年単位から世紀単位の時間スケール

で地球を変化させる過程を焦点とした地球圏生物圏国際

協同研究計画（IGBP），大気化学組成の変化を直接探

求する特別計画の一つである国際全球大気化学計画

（IGAC）等が挙げられる．

　最後の章のr全球大気監視と地球規模の変化」では，

GAW観測網で行う観測について具体的に記述している

ので詳しく紹介する．

　二酸化炭素の全球的放出は1950～1984年に年間1，639

～5，330百万トン（炭素換算）に増加し，その大気中濃

度は1950年代中頃のほぽ315ppmvから1988年の350

ppmv以上へと増加した．ク・ロフルオ・カーボン

CFC　F－11とF－12）は強力な温室効果気体であり，ま

た成層圏オゾン層に大きな脅威を与えるものである．こ

の生産量と放出量は1930年の零から1988年の総量で

1，100千トンを超すまでに増加している．

　地球の過去の気候を調査・研究している科学者は以前

にも地上気温に変動があったことを認識している．しか

し今，WMOの観測網によって得られたデータから，

人類は汚染物質の大気中濃度の変化が気候に影響を与

え，人類がかつて経験したことがない規模で地球環境へ

影響を与える可能性があることを示す情報を持ち得てい

る．春季の南極オゾンの急激な減少は正にこの可能性を

“突然の現実”として明示した．

　GAWに参加するGO30S，BAPMoN観測所そして
他の全球及び地域観測網によって，以下に示す種目のほ

とんどが測定されることになろう．

　（a）　温室効果気体：二酸化炭素，ク・・フルオ・カ

ーボン，メタン，一酸化二窒素，対流圏オゾン

　（b）　オゾン：衛星搭載の測器並びに分光光度計，ゾ

ンデ，レーザー，マイクロウェーブ等の地上設置の測器

による地上オゾン，オゾン全量，オゾン垂直分布及び先

駆ガス（PRECUR．SOR　GASES）

　（c）　消散係数，太陽放射，UV－B，視程，エーロゾ

ル全量及び水蒸気を含む放射並びに光学的厚さまたは大

気の透明度

　（d）降水及び降雪の化学組成

　（e）　二酸化硫黄と還元された硫黄，窒素酸化物及び

還元された窒素，一酸化窒素等の反応気体

　（f）　無機工一ロゾル粒子等の濃度と組成，および

　（9）　クリプトンー85，ラドン，トリチウムおよび特

定の放射性同位体を含む放射性核種

　GAWが開始され観測網の改善・拡張が行われること

によって“温室効果による地球の将来は？”，“オゾン間

題の見通しは？”，さらに“酸性雨は増加するのかまた

は減少するのか？”といった政策担当者の疑間に対して

科学者が初めて対応可能となる．

　さらに詳しい情報が知りたい時には，下記あて先まで

　　Public　Infbrmation　o伍ce

　　World　Meteorological　Organization

　　41，avenue　Giuseppe－Motta

　　P．O．Box　2300

　　1211Geneva2

　　Switzerland
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